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医科学フォーラム第2回講演会オーガナイザー
1）解剖学第1講座
2）生理学第1講座
　医科学フォーラムは，東京医科大学における研究を
活性化する目的で発足し，昨年10月にはMSF第1回
講演会が開催されました．このフォーラムの趣旨を継
続し，さらに発展させるため，2002年4月9日（火）
に「環境ホルモン問題の現状と未来」というテーマで
第2回講演会を開催いたしました．病院教育棟5階講
堂にて行われた第2回忌SFは若手を中心に約70名
の参加者を得て充実した会となりました．講演は，学
外からは森　千里先生（千葉大学大学院医学研究院
環境生命医学教授），学内からは黒田雅彦先生（病理
学第1講座講師）および小杉好紀先生（産科婦人科
学講座講師）の3名の方にお願いし，自由で活発な
議論の場とすることをめざしました．
　森先生は「環境ホルモン問題の現状とその対策とし
ての予防医学」と題して環境ホルモン（内分泌かく乱
物質）について広い視野から疫学的背景をお醜くだ
さり，さまざまな環境物質がごく微量で，世代を超え
て有害な影響を与え得ること，それを回避するために
多くの努力が必要なことを強調されました．また環境
ホルモンの影響をスクリーニングするためのDNA
チップを使った新しい方法など，千葉大学でのとりく
みについて紹介していただきました．黒田先生は「環
境ホルモンは染色体不安定性をひきおこすか」と題し
て，環境ホルモンの一つであるダイオキシンの遺伝子
に対する影響について講演されました．ダイオキシン
によって発現が誘導される遺伝子（di：L？）と発現が抑
制される遺伝子（mad2）について，その正常な生体で
の機能および病態における役割などについて詳細な
研究をわかりやすくお話くださいました．小杉先生は
「月経血を用いた生体モニタリングシステムの開発の
試み」というテーマで環境ホルモンと婦人科疾患，特
に子宮内膜症と子宮頚癌との関係をご自身の研究を
中心に講演されました．環境ホルモンが遺伝子の不安
定性を惹起し，そのことによって疾患が発症していく
可能性について現在までの知見と今後の展望を紹介
していただきました．
　講演会終了後，同窓会館コルネットに場を移して懇
親会を開きました．講演者の3名の先生方をはじめ多
くの方々の参加を得て，気軽に議論ができる場として
大いに意味があったのではないかと思います．さら
に，同会場にてMSF組織委員会を行い，以下のことを
決定しました．1）次回（第3回）講演会のオーガナ
イザーは，山科　章先生（内科学第2講座主任教授）
と土田明彦先生（外科学第3講座講師）に決まりま
した．2）内野善生事務局長，土田明彦副事務局長を
補佐する役割として，佐々木光美先生（生理学第2講
座助教授），松村一先生（形成外科学講座講師）が
事務局に決まりました．3）講演会の内容は当面は学
問的な内容を主とするが，大学の諸問題について議論
する場とすることもあり得る．テーマは基本的にオー
ガナイザーに一任することになりました．
（1）
MSFの今後の展望
若い医学者に活発な議論の場を提供するという
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MSF発足の目的からすれぼ，　MSF講演会はいわゆる
“講演会”といった堅苦しいものではなく，自由なもの
にする必要があると考えます．そのねらいはある程度
実現することができたのではないかと思っておりま
すが，さらに初期の目的に向かって努力していく必要
も感じており，今後のオーガナイザーにお願いしたい
と思います．
　第3回講演会の時期，テーマについては，オーガナ
イザーの山科　章，土田明彦両先生に一任することに
なりました．決まり次第お知らせいたしますので，で
きるだけ多数のご参加をお願いいたします．MSFに
ついてのご意見・ご提案，また講演会の良い企画など
がございましたら，下記のMSF事務局に遠慮なくご
連絡ください．
　MSF事務局
　基礎系：佐々木光美（生理学第2講座）：内線323，
sasaki－m＠tokyo－med．ac．jp
　臨床系：松村　一（形成外科学講座）：内線5796，
hmatsu－tki＠umin．ac．jp
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